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福祉・介護との連携

　　　日本在宅医学会会長　前 沢 政 次

　東日本大震災はたくさんの悲しみを生んだが，在宅医療の役割を知ってもらう良い機会にな

った．現地で奮闘された方々に心より感謝したい．

　来年は医療保険と介護保険が同時改定される．現在まで，このふたつは分かれて議論が進ん

でいるようであるが，介護保険は医療との連携が大きな課題となっている．

　その理由のひとつは介護支援専門員の変化である．介護保険スタートの時期には，専門員の

大半は看護職であった．したがって，医療を経験した人で構成され，医療の必要性に関するア

セスメントも比較的スムーズに行われていた．無論初期なるがゆえに，医療との連携どころで

はなかったのかもしれないが．

　最近は，介護支援専門員になる人の大部分が介護福祉士という状況である．学びや経験に医

療部分がきわめて少ない．医療でよく使われる用語も，実際の行為も，よく知らない中で仕事

を進めることになる．

　たとえば退院前のカンファレンスに参加するように呼ばれても，外国に行ったような雰囲気

の中では，適切なケアマネジメント業務に結びつかない．

　この人たちにとっては，医師も看護師も話のスピードが違う，厳しく怖い異国人なのである．

　介護系職員のたん吸引問題も，ようやく 2012 年 4 月から，かなりハードな研修を受けること

により医療的行為が認められる．

　こうした状況の中，医療従事者からあたたかい手が差し伸べられることを福祉介護の方々は

期待している．

　残念ながら在宅医療に熱心な医師の中には，マイペースで疾患を診る医療にしか関心がない

人がいる．福祉に学びながら協力体制の取れる人は少数のようである．

　認知症ケアや看取りケアが多くなる状況の中で，患者本人・家族ばかりでなく，福祉・介護

のスタッフとのチームケアにも熟達したいものである．

巻頭言




